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これまでの経過 

年  月  日 環 境 都 市 宣 言 経 過 

平成１３年６月１９日 長崎市環境都市宣言文起草委員会設置 

平成１３年７月１７日 

第 1 回 長崎市環境都市宣言文起草委員会開催 
 
（１） 事務局から環境都市宣言の目的､基本的方向を示し､白紙から

の起草を委ねる｡ 
（２） 宣言文のスタイルや盛り込む内容等の検討を行う｡ 

・ スタイルは､前文をおき､その下に､箇条書きを数項目おく｡ 
・ 長崎らしさを盛り込む。 
・ 小学生でも理解できる文章にする｡ 
・ 市民の立場で述べる｡ 

平成１３年７月２６日 

起草文ワーキング開催(１回目) 
 
（１） 第１回起草委員会を受けて、武政委員長の呼びかけにより委

員の有志及び事務局で非公式の協議を行い、委員長案を作成 
・ ペーロン､ハタあげなど長崎らしさを盛り込んだ委員長案を

作成 

平成１３年８月 １日 

第２回 長崎市環境都市宣言文起草委員会開催 
 
（１） 委員長案をもとに起草文の検討を行う｡ 

・ 前文に関して､文章表現の仕方や盛り込みたい内容などにつ

いての意見が出た｡ 
・ 箇条書きに関して､項目数が多すぎるなどの意見が出た｡ 

平成１３年８月１６日 

起草文ワーキング開催(２回目) 
 
（１） 第２回起草委員会を受けて、正副委員長と事務局で､修正案を

作成する｡ 
・ 前文の文章を簡潔にすっきりさせた。 
・ 同じ性格の項目をまとめることで、６項目から４項目とし

た｡ 

平成１３年８月２０日 

第３回 長崎市環境都市宣言文起草委員会開催 
 
（１） 修正案をもとに起草文の検討を行う｡ 

・ 前文に長崎特有の環境である歴史遺産の文言を入れる｡ 
・ 箇条書きに長崎の歴史､文化に関する１項目を新たに追加す

る｡その他の文案については､了承される｡ 
（２） 追加項目文について､ワーキングで､文案を作り､それぞれの

委員に文書で意見を伺うことで了承される。 

平成１３年８月２７日 

起草文ワーキング開催(３回目) 
 
（１） 第３回起草委員会を受けて､正副委員長と事務局で､追加項目

文の文案を作成する｡ 
  ・長崎の歴史遺産の代表として出島を盛り込んだ文章とした｡ 



年  月  日 環 境 都 市 宣 言 経 過 

平成１３年９月１４日 

起草文ワーキング開催(４回目) 
 
（１） ３回目のワーキングで作成した追加項目文を各委員の意見を

参考に修正し、長崎市環境都市宣言の起草文を完成させる｡ 
 

平成１３年１０月３日 長崎市環境都市宣言起草文を市長へ提言 

平成 13 年１１月１２日 長崎市環境審議会へ起草文を諮問 

平成 13 年１１月１３日 長崎市環境審議会から起草文への答申 

平成 13 年１２月３日 長崎市議会において市長が宣言 

 


